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バラアーチ ング栽培 における同化専用枝の葉面積指数
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(1)耕種概要

1)定植時期

の繁殖方法

3)栽培環境

っ温度管理

っ栽植様式

9給液方法

1 は じ め に

青森県におけるバラの養液栽培は平成元年から始ま

り,平成 13年には作付面積 42ha,生産額 22億円と

本県花き生産の主要な地位を占めるに至つた。その仕

立方法はアーチング法が過半数となっているが,生産
地では,どの程度の同化専用枝を確保 し,いかに管理
していくのが適切かなど,不明な点が残されている。
そこで,本研究では,アーチング栽培における切 り
バラの生産性を向上するため,アーチング栽培の同化

専用枝の本数を変えた時の葉面積指数と収量および品

質の関係について調査し,併せて同化専用枝の更新の

有無の影響についても検討した。

2試 験 方 法

月間継続し,採花本数,切 り花長(A),切 り花重(B),
切 り花長 10cln当 たりの切り花重 (B/Ax10),総収量

を測定 した。

また,前述の調査終了後の 11月 13日 に同化専用枝
を株元で切り取 り,株当りの同化専用枝の総重量,葉
数,葉重,枝重,実測葉面積を測定した。葉面積は ,
スキャナー (エ プソン GT87tXIF)で 株毎に葉のデジタ

ル画像を取り込み,画像解析 (三谷 WinR∞ f Ver3 21)

により測定した。

3試験結果及び考察

(1)同化専用枝の仕立本数と収量,品質 (実験 1)

両品種とも 4本区までは設定通 りの本数となつた
が,6本区については,ローテローゼで 57本 ,ノ プ
レスで 54本と僅かに少なかつた (表 1)。 `ロ ーテロ
ーゼ'では,採花本数,切 り花長,総収穫重および 2L

規格以上の採花本数は 2本区が,切 り花重および単位
切 り花長当たりの重さは 4本区が最も高い値を示し
た。しかし,統計的な有意差は 2本区,4本区および 6

本区では認められず,0本区だけに認められた。一方
`ノ ブレス'では,採花本数,総収穫重および 2L規

格以上の採花本数は 4本区が,切 り花長,切 り花重お
よび単位切り花長当たり重さは 6本区が最も高い値を

示した。統計的な有意差は,0本区で顕著に認められ
たが,その他の区間では調査項目によつて傾向が変化
した。

0同化専用枝の葉面積指数等 (実験 1)
同イヒ専用枝の特徴を確認したところ,ローテローゼ

の総重量,葉数,葉重および葉面積指数は 2本以上の

区間に差異は認められなかった (表 2)。 枝重は 6本
区が 0本区および 2本区に比べて有意に重かつた。一

方,ノ ブレスの葉数は 2本以上の区間に差異は認めら

れなかつたが,総重量,枝重および葉面積指数におい

て 4本区あるいは 6本区が有意に多かつた。

同化専用枝の仕立本数と葉面積指数の関係では,両
品種とも同イヒ専用枝の本数が増加するに従い,葉面積

指数も増加 したが,`ロ ーテローゼ'では 2本 ,`ノ
ブレス'では 4本でそれぞれ飽和すると考えられた。

この時の値は `ロ ーテローゼ'で 22,`ノ ブレス'で 20

あつた。また,同化専用枝の葉面積指数と 2L規格以
上の採花本数との関係を見ると,葉面積指数が増加す
るに伴い採花本数も増加し,ローテローゼでは 25付

平成 12年 5月 12日 (ローテローゼ ),

同年 6月 18日 (ノ ブレス )

挿 し木苗

ガラス温室ロックウール栽培

最低室温約 16°Cで加温

90x40xl∝ mに 2条・ 10株植え
(培養液 EC)夏季 13ms/cm,冬 1カV
cm(給液回数)夏季 28回 ,冬季 14回 /
日 (給 液 量)夏季約 581/回 ,冬季 24L/

回 (90× 40xl∝m当 た り)

0試験区の構成
1)供 試 品 種 :ロ ーテローゼ,ノ ブレス

2)試 験 区 :
実験 1:同化専用枝の仕立本数

0本,2本,4本,6本
実験 2:同化専用枝の新 1日 (更新の有無 )

新 2本 ,旧 2本 (新は新梢主体 ,1日
は前年までに発生した古枝主体)

っ区制・面積 :3区制, 1区 8株 (但 し,6本区の
み 10～ 12株/区 )

o調査方法
平成 14年 4月 17日 に同化専用枝の整枝剪定を行
い,各試験区の同化専用枝を確保し,その後に発生す
る弱小枝 (40cm未満)は倒した。切 り前 3～ 4(「花
の切 り前」1994誠文堂新光社)に達した枝を 2～ 3

日間隔で収穫した。調査は 5月 から 10月 までの 6ケ
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近で最大となった (図 1)。

o同化専用枝の新旧と収量,品質 (実験 2)
両品種とも採花本数と切 り花長の差異は認められな

かつたが,ロ ーテローゼでは切花重,2規 格以上の
採花本数などで 1日 区が新区を有意に上回つた (表 3)。

葉面積指数を測定 したところ,ロ ーテローゼ新区は
13,1日 区は 18で あり,一方ノブレスの新区は 09,
旧区は 12で あり,この差異が影響したものと考えら
れた。

4ま  と め
表 1 同化専用校の仕立本数と採花本数および切花品質

試 験 区  採花本教  切り花長
(実滉御   (本 /株) (A:cnl)

切花重  B/A× 10 総収積重 2L以上本数
(B:g) (&/10cm) (g/株) (本/株 )

切リバラの収量および切り花品質は同化専用枝の状

態に影響され,同化専用枝の葉面積指数の増加により
増加,向上することが明らかとなつた。同化専用枝の

仕立本数は品種によって異なるが,概ね 2～ 4本 (葉
面積指数 20～ 22)で飽和 し,これを維持すること
によって安定的な生産を期待できるものと推察され

た。

また,青森県におけるバラ生産は,冬季半休眠で栽
培されることが多く,通年で管理状況が異なることな

どから,葉面積指数の季節的変イヒも予想されるため更
に調査が必要と思われる。
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oB/Ax10は 切り花長mm当 たりの重さて,切 り花のパランスを表す

表 2 同化専用枝の仕立本数 とその特徴
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同化専用枚の葉面積指数

葉面積指数と 2L規格以上の採花本数
注.分散分析の結果,表中の同一英子文字については表 1に同じ

表 3 同化専用枝の新旧における収量および切 り花品質と葉面積指数
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注.分散分析の結果については表 1に同じ
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